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(57)【要約】
【課題】  液晶デバイスを用いた画像表示装置における
画面の焼き付きを抑制する。
【解決手段】  複数の画素を有する液晶デバイスを用い
た画像表示装置は、前記複数の画素に共通に与えるべき
共通信号として、時間的に変化する信号レベルを有する
信号を生成する信号生成回路を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の画素を有する液晶デバイスを用い
た画像表示装置であって、
前記複数の画素に共通に与えるべき共通信号として、時
間的に変化する信号レベルを有する信号を生成する信号
生成回路を備える、
画像表示装置。
【請求項２】  前記共通信号の変化の周期は、前記液晶
デバイスにおいて１フレームの画像が形成される１フレ
ーム走査周期に比べて十分大きい周期である請求項１記
載の画像表示装置。
【請求項３】  前記共通信号の変化の周期は、前記１フ
レーム周期の約６００倍以上の長さを有する請求項２記
載の画像表示装置。
【請求項４】  前記共通信号の変化の振幅は、所定の信
号レベルを中心として±約１ｍＶから±約１００ｍＶの
範囲内である請求項１ないし請求項３のいずれかに記載
の画像表示装置。
【請求項５】  液晶デバイスの複数の画素に共通に与え
るべき共通信号を、前記液晶デバイスに供給する方法で
あって、
前記複数の画素に共通に与えるべき共通信号として、時
間的に変化する信号レベルを有する信号を生成して、前
記液晶デバイスに供給する、
共通信号供給方法。
【請求項６】  前記共通信号の変化の周期は、前記液晶
デバイスにおいて１フレームの画像が形成される１フレ
ーム走査周期に比べて十分大きい周期である請求項５記
載の共通信号供給方法。
【請求項７】  前記共通信号の変化の周期は、前記１フ
レーム周期の約６００倍以上の長さを有する請求項６記
載の共通信号供給方法。
【請求項８】  前記共通信号の変化の振幅は、所定の信
号レベルを中心として±約１ｍＶから±約１００ｍＶの
範囲内である請求項５ないし請求項７のいずれかに記載
の共通信号供給方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶デバイスを
用いた画像表示装置における画面の焼き付きを抑制する
技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】画像を形成するための電気光学デバイス
として液晶デバイスが多く利用されている。液晶デバイ
スは、各画素を形成する液晶に、各画素に対応する画素
信号に応じた電圧を印加して、各画素に照射される光の
透過率を制御することにより、画像を形成することが可
能な電気光学デバイスである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】図８は、液晶デバイス
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を用いた画像表示装置における従来の問題点を示す説明
図である。図８（Ａ）に示すように、白黒のチェッカ－
パターン画面を長時間表示させた後に、全画面一様なグ
レー画面を表示させた場合を仮定する。この場合、本来
ならば、全画面グレーの一様な画面が表示されるべきで
あるにもかかわらず、図８（Ｂ）に示すように、画面を
切り替える前に、白で表示されていた部分、または、黒
が表示されていた部分に、その表示の跡が残ってしまう
という問題、いわゆる画面の焼き付きが発生する。な
お、図８（Ｂ）では、白で表示されていた部分にその表
示の跡が暗く残ってしまう場合を示している。
【０００４】このような画面の焼き付きは、画像表示装
置の小型化、および、表示される画像の高輝度化、高解
像度化に伴って、いっそう顕著となっている。
【０００５】この発明は、従来技術における上述の課題
を解決するためになされたものであり、液晶パネルを用
いた画像表示装置における画面の焼き付きを抑制する技
術を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段およびその作用・効果】上
述の課題の少なくとも一部を解決するため、本発明は、
液晶デバイスの複数の画素に共通に与えるべき共通信号
として、時間的に変化する信号レベルを有する信号を生
成して、前記液晶デバイスに供給することを特徴とす
る。
【０００７】この構成によれば、複数の画素に共通に与
えられる共通信号を時間的に変化させることにより、画
面の焼き付きを抑制することが可能となる。
【０００８】なお、前記共通信号の変化の周期は、前記
液晶デバイスにおいて１フレームの画像が形成される１
フレーム走査周期に比べて十分大きい周期であることが
好ましい。
【０００９】特に、前記共通信号の変化の周期は、前記
１フレーム周期の約６００倍以上の長さを有することが
好ましい。
【００１０】共通信号の変化の周期が１フレーム走査周
期に比べて十分大きい周期、特に、１フレーム周期の約
６００倍以上とすれば、共通信号の時間的な変化によっ
て発生するフリッカ等の画質への悪影響を抑制すること
も可能である。
【００１１】また、前記共通信号の変化の振幅は、所定
の信号レベルを中心として±約１ｍＶから±約１００ｍ
Ｖの範囲内であることも好ましい。
【００１２】こうすれば、共通信号の信号レベルの変化
による画質への悪影響を抑制することも可能である。
【００１３】なお、本発明の具体的な形態としては、画
像表示装置および画像表示方法、共通信号供給方法等の
種々の態様を取りうる。
【００１４】
【発明の実施の形態】次に、本発明の実施の形態を実施
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例に基づいて以下の手順で説明する。
Ａ．焼き付き発生の原因：
Ｂ．画像表示装置の構成：
Ｃ．焼き付き改善効果：
Ｄ．変形例：
【００１５】Ａ．焼き付き発生の原因：従来例で説明し
た画面の焼き付きは、以下で説明する原因により発生す
る。
【００１６】図１は、液晶パネル（液晶デバイス）の任
意の１画素の等価回路と、この１画素に印加する印加電
圧波形を示す説明図である。図１（Ａ）に示すように、
１つの画素ＰＥは、直交する走査線ＳＬと信号線ＤＬの
交点に、スイッチング素子であるＴＦＴ（Thin Film Tr
ansistor）１４２を介して設けられている。ＴＦＴ（以
下、「ＴＦＴスイッチ」と呼ぶ）１４２のゲート電極は
走査線ＳＬに接続され、ドレイン電極は信号線ＤＬに接
続され、ソース電極は画素ＰＥの画素電極１４４に接続
される。画素電極１４４に対向する対向電極１４６は対
向電極信号線ＬＣＣＯＭに接続される。なお、対向電極
１４６は、通常、全画素に共通な電極として形成され
る。この点に対応して、対向電極信号線は、共通電極信
号線とも呼ばれる。以下の説明において、対向電極信号
線名と対向電極信号名とに同じ部号ＬＣＣＯＭを用いて
説明する。
【００１７】画素電極１４４と対向電極１４６との間
に、液晶が狭持されている。なお、この液晶は、等価的
に容量（以下、「液晶容量」と呼ぶ）ＣＬＣとしてみな
される。また、液晶容量ＣＬＣと並列に蓄積容量Ｃｓが
付加されている。なお、液晶容量ＣＬＣと蓄積容量Ｃｓ
の合成容量Ｃｐｅ（＝ＣＬＣ・Ｃｓ／（ＣＬＣ＋Ｃ
ｓ））は「画素容量」と呼ばれる。
【００１８】信号線ＤＬにより供給される表示信号Ｖｓ
ｉｇのうち、この画素に対応する画素信号電圧Ｖｄは、
走査線ＳＬにより供給される走査線駆動信号のスイッチ
電圧Ｖｇでオン／オフ制御されるＴＦＴスイッチ１４２
を介して、画素容量Ｃｐｅに書き込まれる。具体的に
は、図１（Ｂ）に示すように、サンプリング期間Ｔｓに
おいて、画素信号電圧Ｖｄが画素電極電圧Ｖｐとして画
素容量Ｃｐｅに書き込まれ、ホールド期間Ｔｈにおい
て、画素電極電圧Ｖｐが保持される。この結果、画素電
極１４４に供給される画素電極電圧Ｖｐと対向電極１４
６に供給される対向電極電圧Ｖｃｏｍとの電位差によっ
て、画素電極１４４上の液晶が動作する。なお、マトリ
クス状に配列された他の複数の画素も同様である。
【００１９】ここで、液晶に長時間直流（ＤＣ）電圧を
印加すると、液晶内部では、不純物イオンによる分極が
発生する等による材料物性の変化が発生し、抵抗率が減
少するなどの劣化現象が現れる。この劣化現象の一例と
して画面の焼き付きが発生する。
【００２０】この問題を解決するために従来から、各画
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素の交流駆動が行われている。すなわち、図１（Ｂ）に
示すように、画素電極１４４に印加する画素電極電圧Ｖ
ｐを、対向電極１４６に印加する対向電極電圧Ｖｃｏｍ
に対して、フレーム走査周期ごとに反転し、画素電極１
４４と対向電極１４６との間に印加される平均電圧を０
とし、液晶にＤＣ電圧（ＤＣオフセット）が印加されな
いような駆動が行われている。
【００２１】しかしながら、実際には、以下の理由によ
り、各画素ＰＥに印加される平均電圧を０とするような
交流駆動を実現することができないことがわかった。
【００２２】画素ＰＥに印加される平均電圧を０にする
対向電極電圧Ｖｃｏｍの最適値は、画素電極１４４に印
加される画素電極電圧Ｖｐの大きさ、すなわち、画素信
号の階調レベルに依存して変化する。なお、この現象
は、液晶パネルの高解像度化、すなわち、画素数の増加
や、液晶パネルの小型化による、画素容量Ｃｐｅの低容
量化に伴って、より顕著となっている。
【００２３】仮に、対向電極電圧Ｖｃｏｍの値を黒表示
の場合における最適な値となるように設定したとして
も、設定された対向電極電圧Ｖｃｏｍの値は、白表示の
画素において最適な値からずれているために、白表示の
画素に印加される平均電圧は０とならずに、実効的にＤ
Ｃオフセットが印加されることになる。この結果、従来
例で説明したような画像の焼き付きが発生することにな
る。なお、対向電極電圧Ｖｃｏｍの値を、黒表示ではな
く、白表示あるいは、中間調表示における最適な値とな
るように設定した場合においても同様である。
【００２４】Ｂ．画像表示装置の構成：そこで、本実施
例の画像表示装置は、上記焼き付きの原因を踏まえて、
以下に示す構成により、画面の焼き付きを抑制する。
【００２５】図２は、本発明の一実施例としての画像表
示装置の概略構成を示すブロック図である。この画像表
示装置１０は、制御回路１１０と、映像信号処理回路１
２０と、対向電極信号（ＬＣＣＯＭ）生成回路１３０
と、液晶パネル１４０とを備えている。また、この画像
表示装置１０は、液晶パネル１４０を照明する図示しな
い照明光学系を備えている。
【００２６】制御回路１１０は、映像信号処理回路１２
０およびＬＣＣＯＭ生成回路１３０の動作を制御すると
ともに、画像表示装置１０の全体を制御する。
【００２７】映像信号処理回路１２０は、液晶パネル１
４０の動作を制御するタイミング信号ＳＹＮＣを生成す
るとともに、入力される映像信号ＶＳを、タイミング信
号ＳＹＮＣに同期して液晶パネル１４０に供給可能な表
示信号Ｖｓｉｇに変換する。タイミング信号ＳＹＮＣに
は、垂直同期信号ＶＤや、水平同期信信号ＨＤ、クロッ
ク信号ＣＬＫなどが含まれている。
【００２８】ＬＣＣＯＭ生成回路１３０は、Ｄ／Ａコン
バータあるいは電子ボリュームにより構成されており、
制御回路１１０から供給される制御データＤＣＯＭに従
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って、液晶パネル１４０の対向電極信号線ＬＣＣＯＭを
通じて各画素ＰＥの対向電極１４６（図１）に供給する
対向電極電圧Ｖｃｏｍを生成する。
【００２９】図３は、ＬＣＣＯＭ生成回路１３０で生成
される対向電極電圧Ｖｃｏｍの電圧波形を示す説明図で
ある。図３に示すように、ＬＣＣＯＭ生成回路１３０
は、対向電極電圧Ｖｃｏｍとして、単位時間Ｔｍごとに
変化するとともに、周期Ｔｃｏｍ（≧２・Ｔｍ）で変化
を繰り返す周期信号を生成する。単位時間Ｔｍは、垂直
同期信号ＶＤの周期、すなわち、フレーム走査周期ＴＶ
Ｄよりも十分大きな時間に設定されている。例えば、Ｔ
ｍ≧６００・ＴＶＤとなるように設定される。また、中
心電圧Ｖｏは、液晶パネル１４０に入力される表示信号
Ｖｓｉｇの複数の階調レベルのそれぞれに対応する最適
な対向電極電圧Ｖｃｏｍの値のうち、最大値（Ｖ＋）と
最小値（Ｖ－）の中心値（＝（（Ｖ＋）＋（Ｖ－））／
２）に設定される。振幅Ｖｗは、最大値（Ｖ＋）と最小
値（Ｖ－）の差の１／２に設定されている。なお、対向
電極電圧Ｖｃｏｍの最適値の幅（範囲）は通常、２ｍＶ
～２００ｍＶ程度であり、振幅Ｖｗの範囲は、１ｍＶ～
１００ｍＶ程度である。なお、通常、振幅Ｖｗは、２０
～３０ｍＶ程度に設定されている。また、単位時間あた
りの振幅の変化は、通常、５ｍＶないし１０ｍＶ程度に
設定されている。
【００３０】図２の液晶パネル１４０は、映像信号処理
回路１２０から出力される表示信号Ｖｓｉｇおよびタイ
ミング信号ＳＹＮＣ、並びに、ＬＣＣＯＭ生成回路１３
０から出力される対向電極信号ＬＣＣＯＭに従って画像
を表示する。
【００３１】なお、図２は、液晶パネル１４０で形成さ
れた画像を直視する直視型の画像表示装置の例を示して
いるが、液晶パネル１４０で形成された画像を投写する
投写光学系を備える投写型表示装置（プロジェクタ）と
することも可能である。
【００３２】本実施例の画像表示装置１０においては、
上述したように、対向電極電圧Ｖｃｏｍの値を周期的に
変化させているので、例えば、ある期間において、正の
ＤＣオフセットが実効的に印加されていた場合におい
て、他の期間において、負のＤＣオフセットが印加され
て、正のＤＣオフセットを抑制するように動作する。ま
た、ある期間において、負のＤＣオフセットが実効的に
印加されていた場合において、他の期間において、正の
ＤＣオフセットが印加されて、負のＤＣオフセットを抑
制するように動作する場合もある。これにより、液晶パ
ネル１４０の各画素に長時間ＤＣオフセットが印加され
るのを実効的に低減することができる。この結果、上記
で説明したようなＤＣオフセットによって発生する画面
の焼き付きを抑制することが可能である。
【００３３】なお、対向電極電圧Ｖｃｏｍが変化する
と、表示の輝度に変化を与えることになる。このとき、
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変化の単位時間Ｔｍが短時間である場合、人間の視覚に
影響を与えるので、あまり好ましくない。しかしなが
ら、本実施例においては、Ｔｍ≧６００・ＴＶＤとし
て、変化の単位時間Ｔｍをフレーム走査周期ＴＶＤより
も十分に大きくしているので、対向電極電圧Ｖｃｏｍが
変化することによって発生する表示の輝度変化の影響を
考慮する必要はほとんどない。
【００３４】また、対向電極電圧Ｖｃｏｍの変化の振幅
Ｖｗが大きくても、表示の輝度に変化を与えることにな
る。しかしながら、画素電極電圧Ｖｐが、通常、数Ｖ～
１０Ｖ程度であるのに対して、対向電極電圧Ｖｃｏｍの
最適値の変化の幅（範囲）は、２ｍＶ～２００ｍＶ程度
で、すなわち、振幅Ｖｗは１ｍＶ～１００ｍＶ程度であ
るので、対向電極電圧Ｖｃｏｍの変化による影響を考慮
する必要はほとんどない。
【００３５】Ｃ．焼き付き改善効果：次に、焼き付き改
善効果の確認例について説明する。図４は、焼き付き改
善効果の確認のために対向電極電圧Ｖｃｏｍに与えた電
圧波形の例を示す説明図である。図４に示すように、対
向電極電圧Ｖｃｏｍに与えた電圧波形は、１ｍｉｎ間隔
（単位時間Ｔｍ）で、デフォルト電圧、＋５０ｍＶ、デ
フォルト電圧、－５０ｍＶに変化し、４ｍｉｎ周期（周
期Ｔｃｏｍ）でその変化を繰り返す周期信号である。
【００３６】図５は、焼き付き改善効果の確認方法につ
いて示す説明図である。図５の上段に示すように、ま
ず、白色のべた画像と黒色のべた画像とを一定時間（以
下、「焼き付き時間」と呼ぶ。）表示させる。そして、
図５の下段に示すように、グレーのべた画像を表示させ
る。このとき、白色のべた画像を表示させていた位置に
おける輝度ｘと、黒色のべた画像を表示されていた位置
における輝度ｙを測定する。そして、下式に示すよう
に、測定された輝度ｘと輝度ｙから輝度ｘに対する輝度
ｘと輝度ｙの差の大きさの百分率を焼き付きレベルとし
て求める。
【００３７】焼き付きレベル＝１００・｜ｘ－ｙ｜／ｘ
【００３８】図６は、対向電極電圧Ｖｃｏｍに図４に示
す電圧波形を与えた場合の焼き付き改善効果の確認例を
示す説明図である。図５に示すように、焼き付きレベル
が少なくとも２％以上改善されていることがわかる。特
に、焼き付き時間が長くなるほどその効果は大きくなっ
ている。
【００３９】Ｄ．変形例：なお、この発明は上記の実施
例や実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱
しない範囲において種々の態様において実施することが
可能であり、例えば次のような変形も可能である。
【００４０】Ｄ１．変形例１：上記実施例のＬＣＣＯＭ
１３０は、制御回路１１０から供給される制御信号ＤＣ
ＯＭを変化させて対向電極信号線ＬＣＣＯＭに供給され
る対向電極電圧Ｖｃｏｍの値を変化させる構成としてい
るが、これに限定されるものではない。図７は、ＬＣＣ
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7
ＯＭ生成回路１３０の変形例を示す説明図である。この
変形例のＬＣＣＯＭ生成回路１３０ａは、図７（Ａ）に
示すように、Ｄ／Ａコンバータ（ＤＡＣ）１３２と、発
振回路１３６とを備えている。発振回路１３６の出力
は、カップリングコンデンサ１３４を介してＤＡＣ１３
２の出力に接続されている。
【００４１】このＬＣＣＯＭ生成回路１３０ａは、制御
回路１１０から供給される制御信号ＤＣＯＭに従って、
対向電極電圧Ｖｃｏｍの変化の中心である中心電圧Ｖｏ
を生成する。発振回路１３６は、対向電極電圧Ｖｃｏｍ
の最適値の最大値Ｖ＋と最小値Ｖ－の差の１／２の振幅
を有し、周期Ｔｃｏｍの周期信号を出力する。この結
果、ＬＣＣＯＭ生成回路１３０ａは、対向電極信号線Ｌ
ＣＣＯＭによって供給される対向電極電圧Ｖｃｏｍとし
て、図７（Ｂ）に示すように、電圧値Ｖ０（＝（（Ｖ
＋）＋（Ｖ－））／２）を中心とし、信号振幅Ｖｗ（＝
（（Ｖ＋）－（Ｖ－））／２）で、周期Ｔｃｏｍの周期
信号を出力する。
【００４２】このＬＣＣＯＭ生成回路１３０ａを用いて
も、上記実施例のＬＣＣＯＭ生成回路１３０と同様の効
果を得ることができる。また、このＬＣＣＯＭ生成回路
１３０ａは、制御回路１１０から供給される制御信号Ｄ
ＣＯＭに非同期で対向電極電圧Ｖｃｏｍの電圧を変化さ
せることができる。
【００４３】Ｄ２．変形例２：なお、上記実施例のＬＣ
ＣＯＭ生成回路１３０および変形例のＬＣＣＯＭ生成回
路１３０ａにおける対向電極電圧Ｖｃｏｍの変化は、一
例を示したものであり、これに限定されるものではな
い。例えば、ＬＣＣＯＭ生成回路１３０およびＬＣＣＯ
Ｍ生成回路１３０ａでは、対向電極電圧Ｖｃｏｍが単調
増加または単調減少するように変化させた周期信号であ
る場合を例に説明しているが、離散的に増加させたり、
減少させたりするように変化させた周期信号であっても
よい。また、対向電極電圧Ｖｃｏｍが、供給される表示
信号の複数の階調レベルに対応する最適な対向電極電圧
Ｖｃｏｍの値のうち、最大値（Ｖ＋）と最小値（Ｖ－）
の差の１／２を振幅とする周期信号である場合を例に説
明しているが、この振幅よりも大きな振幅あるいは小さ
な振幅とする周期信号であってもよい。すなわち、対向
電極電圧信号線ＬＣＣＯＭに供給する対向電極電圧Ｖｃ
ｏｍは、液晶パネル１４０によって表示される画面の焼*

8
*き付きを抑制することができれば、どのように変化させ
てもかまわない。
【図面の簡単な説明】
【図１】表示デバイスとしての液晶パネルの任意の１画
素の等価回路と、この１画素に印加する印加電圧を示す
説明図である。
【図２】本発明の一実施例としての画像表示装置の概略
構成を示すブロック図である。
【図３】ＬＣＣＯＭ生成回路１３０で生成される対向電
極電圧Ｖｃｏｍの電圧波形を示す説明図である。
【図４】焼き付き改善効果の確認のために対向電極電圧
Ｖｃｏｍに与えた電圧波形の例を示す説明図である。
【図５】焼き付き改善効果の確認方法について示す説明
図である。
【図６】対向電極電圧Ｖｃｏｍに図４に示す電圧波形を
与えた場合の焼き付き改善効果の確認例を示す説明図で
ある。
【図７】ＬＣＣＯＭ生成回路１３０の変形例を示す説明
図である。
【図８】液晶パネルを用いた画像表示装置における従来
の問題点を示す説明図である。
【符号の説明】
１０…画像表示装置
１１０…制御回路
１２０…映像信号処理回路
１３０…対向電極信号（ＬＣＣＯＭ）生成回路
１３０ａ…対向電極信号（ＬＣＣＯＭ）生成回路
１３２…Ｄ／Ａコンバータ（ＤＡＣ）
１３４…カップリングコンデンサ
１３６…発振回路
１４０…液晶パネル
ＰＥ…画素
１４４…画素電極
１４６…対向電極
ＣＬＣ…液晶容量
Ｃｓ…蓄積容量
Ｃｐｅ…画素容量（合成容量）
ＤＬ…信号線
ＳＬ…走査線
ＬＣＣＯＭ…対向電極信号線

【図４】
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【図１】 【図２】

【図３】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】
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